
波

斯

の
党

落

及
住

宅

(囲
服
罪
六
紋
付
)

金

原

情

事

改
新
は
地
形
上
之
里

二
院
域
に
分

つ
こ
と
が
出
来
る
'
第

1
は
北
方
董
海
に
近
き
ア
ル
ポ
ル
ヅ
山
脈
と
四
方
樹
境

に
接
し
て
連
亙
せ
る
ザ
グ
ロ
ス
山
脈
と
の
間
に
あ
る
地
方
p
箱
二
は
ア
〝
ガ
ル
プ
山
脈

の
北
方
甚
海
沿
岸
地
方
､
第

三
は
ザ
グ

ロ
ス
山
脈
の
四
方
メ
ソ
が
タ
ミ
ヤ
平
野
に
臨
め
る
地
方
及
び
南
方
波
桝
習
沿
岸
地
方
で
あ
る
｡
而
し
て
其

番

1
は
披
期
間
地
積
の
大
部
争

ぜ
占
め
て
所
謂
イ
ラ
ン
高
原
の
西
軍
を
な
し
て
層
わ
'
海
抜
三
四
千
尺
乃
至
五
六
千

尺
平
均
四
千
尺
の
高
さ
を
縛
っ
て
屠
る
の
で
あ
っ
て
'
此
虞
で
は
鹿
を
中
央
部
と
綱
す
る
'
琴

一節
三
は
執
れ
も
細

長
き
狭

い
羅
域
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
'
仕
出
の
種
相
及
び
其
生
活
'
文
化
の
状
礎
か
ら
い
ふ
て
も
､
央
々

一
院
域
と
し
て
拓
別
せ
ら
る
1
慣
櫨
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
'
此
虞
で
は
位
宜
上
弟
二
史
韮
毎
沿
岸
地
方
p
第
三
を
田

南
部
地
方

と榊す
る
こ
と
に
す
る
｡

是
等
S
地
方
に
散
薬
す
る
取
落
の
出
来
た
原
因
は
'
執
れ
も
水
利
変
通
天
然
物
資
の
多
寡
等
に
あ
る
こ
と
は
､
園

よ
豊

口
ふ
に
及
ば
な
い
革
で
あ
る
が
r
種
々
毛
色
の
頻
っ
た
氏
族
が
夫
々

1I
地
方

に
剤
媒
す
る
必
紫
上
r
不
便
訴
利

を
忍
び
不
日
魚
に
出
東
上
つ
た
も
の
も
少
-
は
な
い
模
槙
で
あ
る
.

改
新
の
義

務
汲
樺
宅

罪
五
鎗

労
相
妨

毒
l

叩完



鴇

盛

男
五
奄

紫
紺
助

義

芸0

披
期
で
は
従
来

山
定

の戸
籍
法
も
筏
-
､
統
計
の
こ
と
も

山
向
顧
み
ら
れ
な
か

っ
た
番
め
'
閣
民
の
数
1
甚
だ
･茄

明
で
あ
っ
て
少
-
見
頗
る
人
は
九
百
鰐
人
位
だ
と

い
ひ
p
多
-
見
積
る
人
は
千
二
着

溺
人
位
準

の
る
が
'
大
槽
千
番

入
内
升
と

い
ふ
盛
で
あ
ら
-
.
そ
し
て
其
大
多
教
は
固
よ
-
披
斯
人
即
ち
伊
蘭
人

(波
斯
人
白
身
は
囲
就
.ぜ

イ
ラ
ン

上
郡
し
人
民
を
イ
ラ
ン
人
と
い
ひ
披
斯
欝
で

Ira
n
f
と

い
ふ
)
で
あ

っ
て
､
重
機
の
約
五
剤
五
分
を
占
め
.
基
地

の

二
割
は
土
耳
舌
糠
警

吏
に
他

3
1
両

五
分
は
ア
ラ
ブ
人
､
パ

ル

チ
人
,
レ

ッ
ク
人
p
ク
ル
ド
人
,

ル
ー
ル
人
等
で

ぁ

っ
て
､
是
等
金
団
比
の
約
四
分
の

1
は
離
放
生
柿
を
哲
む
で
層

ヱ

所
不
住
で
あ
る
O

第

7
の
中
央
部
高
原
地
は
爾
最
少
き
満
め
大
概
砂
喋

地
か
荒
戴
地
で
あ
っ
て
'
低

い
虚
は
往
々
革
か
管
蓮
を
薦
す

る
様
な
住
居
に
不
通
昏
な
土
地
で
あ
る
'
尭
れ
故
人
氏
の
異
落
地
は
士
玉

山
間
水
利
艮
-
草
木

の凝
膏
に
都
合
好
き

場
盛
で
あ

っ
て
p
住
民
の
住
居
新
作
に
利
用

せ
ら
れ
得
る
部
分
は
全
面
積
の
二
割
に
も
ゐ
花
ら
ね
と

い
ふ
軍
で
あ
る

<
r
此
高
原
地
に
出
凍
て
居
る
人
口
約

一
筒
以
上
の
都
合
と
其
渥
紋
高
距
を
拳

ホ
す
れ
ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
る

(管

府
テ

ヘ
ラ

ン
か
ら
始
め
東
方
J･-
南
方

へ
廻

-
次
で
四
方
に
移
-
終
に
中
央
部
に
苧

Q
順
序
に
依
る
)

(都
骨
痛
)

(人
口
摘
敬
)

(擦
按
高
距
'尺
)

(都
督
翁
)

(人
口
概
数
)

(油
拭
高
距
'尺
)

テ
ヘ
ラ
ン

ダ
ム
ガ
ン

ニ
シ
ャ
プ
ー
ル

ビル
ダ
ヤ

y
ド

二
八
〇
､
0
0
0

7
三
'0
0
0

7
0
.0
0
O

l
五
､0
0
0

三
㌧八
六
五

三
'九
〇
〇

三
､九

]
七

四
､六
〇
〇

セ

ム
ナ
ン

サ

ル
ザ

ザ
ー
ル

t･
シ
ャ
ツ

下

ダ

ウ
バ
ス

一
四
､
0
0
0

〓
｢
0
0
0

山
三
〇
'0
0
0

7
0
.0
0
0

柑
'0
0
U

三

二

1
五

三
ー
一
九
七

二
､三
七
〇



Jゲ
ル
マ
ン

､ツ
ラ
ー
､ヌ

ポ
ル
,>
ル
ド

ケ

ル

マ
ン
シ
ヤ

ー

ザ

ソ
･Jh
ヤ

ン

グ
ー

ム

イ
ス
パ
ハ
ソ

耽
0
､0
0
〇

六
〇
､0
0
〇

三

〇
､0
0
0

三
〇
'0
0
U

二
〇
､
0
0
0

二

〇
'〇
〇
〇

二

〇
〇
㌧C
O
O

五
ー
六
八
〇

五
､
二
〇
〇

五
､姐
二
〇

四
'八
六
〇

五
､
玉
川
六

三
㌧
二
〇
〇

五
'
三
〇
〇

ナ
T
(ラ
ダ

バ

ー
ド

ホ

ラ

!,
バ
ー

ド

ソ
ル
ダ
ナ
バ
ー
下

ハ
マ
ダ

ン

カ
､ヌ
ゲ
イ

ン

カ
シ
ヤ
ー

ソ

十
.'rL
ト

ー
二
'
0
0
0

】
五
ー
〇
〇
〇

三
〇
'
〇
〇
〇

五

〇
､0
0
0

凶
○
'〇
〇
〇

五
〇
､
0
0
〇

五
〇
､O
C
O

三
､七
八
〇

四
'〇
八
八

六

二
I
六
〇

六
､二
八
〇

凹
､〇
三
四

三
､
二
六
〇

ド

-〇
七
五

隣
の
北
西
隅
ア
ゼ
ル
バ
イ
'･,b
ヤ
ン
地
方
は
均
し
-
高
原
地
で
あ

ゎ
'
山
南
零

撒
し
て
屠
る
け
れ
ど
も
荒
燕
地
少
-

経
て
此
地
方
は
人
口
割
合
に
郡
紀
で
あ
っ
て
'
都
督
の
数
も
少
-
:i,い
､
共
産
な
る
も
の
は

(都
督
宅
)

(
人
口
概
数
)

(
鴻
推
論
距
､
尺
)

ダ
ブ
リ
ツ

二
五
〇
､0
0
〇

四
､
六
五
〇

ア

ル
ダ
ビ
ル

三

〇
rC
O
O

川
'四
八
六

了
7
ゲ
!

二

〇
㌧
0
0
〇

五
､
三
1
二

(
那
骨
堪
)

ア
ハ
-
〟

THアネ
タ

ウ

ル
ミ
ュ
ー

(
人
目
栖
故
)

(鴇
扱
高
距
'尺
)

三
五
､C
O
O

〟
ltrO
C
〇

三
〇
､
0
0
0

四
､
旭

一
七

三
､
三
〇
〇

四
､
五
六
〇

ホ
イ

三
五
-〇
〇
〇

三
,
六
〇
〇

鞠

-

中
央
部
地
方
は

1
股
に
閥
境
少
-
'
乾
煉
期
が
長
い
馬
に
家
屋
の
構
造
は
制
令
に
簡
異
で
あ
る
'
即
ち
普
通
の
民

家
で
あ
る
と
､
土
を
狸
ね
上
げ
て
四
方

の
攣
,<q･J作
-1
P
其
上
に
押
木
を
並

べ
渡
し
て
其
上
に
蓮
の
様
Li
も
の
を
布
き

報
せ
､
東
に
其
上
に
泥
を
塗
る
か
､
田
倉
な
れ
ば
茅

S･椋
tii
も
の
を
載
せ
て
屋
根
と
し
て
屠
る
P
太
れ
故
相
皆
に
厚

く
敬

っ
て
撒
い
て
も
P
強
雨
や
盈
桶
の
呼
に
は
雨
水
が
下
に
漏

り
.
甚
し
き
は
崩
れ
落
ち
て
怪
我
人
を
出
す
棟
㍍
事

沌
斯
,=
架
洋
放
任
宅

第
五
位

飾

凹
紡

l
恵

貰

柳



糧

球

弟
玉
食

弟
的
蚊

7114
八

三二

も
あ
る
'
窓
は
あ

っ
た
り
な
か
っ
た
-
で
明

り
は
弦
に
人
口
か
ら
耽
り
入
れ
ら
れ
て
潜

る
(節

‥
EF
J都
e
:
S
駕

は

流

石
に
多
少
共
念
が
入

-
'
能
も
半
焼
か
少
-
と
も
天

=
で
干
し
た
煉
束
で
sHi
凍
て
侶
り
家
枕
も
拭
柁
位
は
仲
は
れ
て

某氏追土のゼ 1ヂケルソ 四一笛

居
る
'
少
し
立
派
に

も
の
に
L
t
る
と
純
然

た
る
欧
米
風
で
あ
っ

て
(節

二
田
)
殊
に
大

官
富
束
の
住
宅
で
は

内
部
の
某
姓
も
見
る

に
足
る
も
の
が
あ
る

飴
-
火
に
b柄

へ
の
家

で
il
-
と
-.
玄
触
前

に
泉
水
を
設
け
る
こ

と
は
故
知
邸
宅
の
特

払ネサルサ･)'/デルサlrl'ン7-テ 四二第

敬
で
あ
っ
て
'
何
虞
の
家

へ
往
っ
て
も
殆

ん
と
之
を
見
な

い
碑
は
,.1.
い
'
そ
の

i
.若
し
事
鵬
が
許
せ
ば
'
立
場
に
空

ろ
注
の
南
側
L
.
h
兵
中
な
り
に
二
相
乾
を
通
す
･(･栃

l
二
尺
の
水
路
を
設
け
る
朝
佃
が
あ
る
｡





鴇

癖

第
五
噂

第
四
鵬

莞

八

冨
田

第
三
の
酋
腐
部
地
方
の
内
波
斯
溜
指
揮
地
方
は
ま
に
ア
ラ
ブ
人
の
居
住
地
で
あ
ゎ
'
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
平
原
に
按
す

る
山
岳
地
方
は
p
北
は
別
件
な
る
ク
ル
ド
人
の
剤
掠
地
で
あ
-
ー
覇
は
狸
狐
な
る

.rt
プ
チ
ア

リ
､
人
叉
は
ル
ー
ル
人

の
盛
窟
で
あ
る
D

波
斯
麿
沿
岸
地
方
の
ま

な
る
都
合
は
p
開
漕
地
で
あ
る
5,,
ン
ガ
ラ
.,,
ス

(人
口
約

一
〇
､
0
0
0
)ブ
シ
ー
ル

(人

口
約
三
〇
､
0
0
0
)
及
び
所
謂
波
斯
石
油
の
産
地
に
近
き

モ
F,

メ
ラ
洛

(入
日
約

一
〇
t
o
o
o
)
で
あ
っ
て
､
カ

ル
ー
ン
河
上
洗
･S
シ
エ
ス
タ
-

(人
口
約

一
五
t
o
o
c
))
及
び
デ
ズ
フ
ル

(人
口
約
二
五
t
o
o
o
)
は
カ
ル
-
㍗

河
の
御
蔭
で
出
凍
て
屠
る
都
督
で
あ
る
.

ク
ル
ド
人
の
樺
む
で
居
る
地
力
は
殊
に
土
地
播
せ
､
僕
に
雑
等
が
生
え
る
位
に
過
ぎ
な
い
番
に
､
住
民
は
大
概
遊

牧
を
兼
と
L
P
水
草
を
追

ふ
て
天
恭
生
滑
を
賛
む
で
居
る
P
其
多
数
の

1
放
邸
苑
を
引
率
し
て
押
し
鋸
は
し
て
居
る

有
様
は
哀
れ
に
も
亦
奇
観
で
あ
る
O

先

度

敦

落

地

理

小

牧

資

繁

地
理
串
の
本
鰹
は
人
文
地
即
串
で
あ
る
P
と

山
派
の
申
潜
は
云
ふ
｡
戯
し
な
が
-
斯
-
考
ふ
る
輝
従
来
白
魚
地
哩


